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《第３３回全国大会》
弘前城築城400年目の年に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本比較文化学会　東北支部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び大会準備委員長　佐藤 和博

　第33回日本比較文化学会全国大会は、6月11日に東北支部担当で、弘前学院大学(青森県弘前市)で開催されます。
　東北新幹線が新青森まで開通し、最新型の「はやぶさ」で東京から約3時間10分で到着します。東京から青森までは日帰り圏となりました。
　弘前はレトロとモダンの街です。弘前城、五重塔など江戸時代の歴史的建造物をはじめとして、旧弘前図書館、青森銀行記念館、弘前学院外人宣教師館などの明治時代の建物も多く保存されています。
　また弘前市民会館、弘前市立博物館など、前川國男によって設計されたモダンな建築物も数多く残されております。
　偶然にも、2011年という年は、弘前城（1611年完成）築城400年の記念の年でありまして、年間を通して盛りだくさんのイベントが用意されております。
　さくらまつり（4月23日から5月5日）、りんご花まつり（5月中旬）が開催され、また、5月17から18日まで、藤田記念庭園で将棋名人戦（羽生善治名人）の第4局が予定されております。

　弘前市立博物館では、5月22日から7月3日まで、津軽家に縁のある近衛家伝来の宝物が公開されます。国宝、重要文化財を含む貴重な資料を目にする絶好の機会でしょう。
　このような記念の年に、全国大会を開催できるのは、この上ない喜びであります。東北支部会員一同、多くの皆様のご参加をお待ちしております。よろしくお願いいたします。

　　

《日本比較文化学会第３３回大会日程ならびに研究発表募集のお知らせ》

日本比較文化学会　東北支部長および

大会準備委員長　佐藤 和博

1.　日程

　　日時：2011年６月11日（土）

　　会場：弘前学院大学（青森県弘前市）

　　スケジュール： 8:30～  9:15    編集委員会

9:20～ 10:20 　 理事会

10:30～11:50    シンポジウム

12:00～12:50    昼休み

13:00～13:50    総会

14:00～14:50    講演

15:00～18:00    研究発表

18:10～20:00    懇親会

２．研究発表募集要項

　〈書式〉 Wordを40字×36行に設定し、中央１行目にタイトル、１行あけて、氏名のあと（　　　）内に所属を記入。１行あけて、A４サイズ１枚におさまるようにレジュメを作成して下さい。

　〈送付先〉　A４サイズ1枚に作成したレジュメを添付ファイルにして、以下の投稿アドレス（佐藤和博）までお送り下さい。

　　　　　　投稿アドレス：sato[アットマーク]hirogaku-u.ac.jp  （ご質問もこちらまで）

　〈締め切り〉　2011年3月31日
（４月１日には印刷所に入稿予定です。締め切り厳守で、お願いします。）
《支部報告》
東北支部
＊第４回東北・関東支部合同大会

2010年11月13日（土）　於：宮城教育大学

研究発表  　(13:00〜16:00)　　　　　
(1) 王媛　（一橋大学大学院）　「童舞『迦陵頻』に関する一考察」

(2) 植原映子　（国際比較文化研究所）　「群馬県警<裏金>告発•大河原事件に見る警察庁、群馬県
警、検察、裁判官の人権感覚についての一考察」
(3) 笠原慎一朗　（昭和女子大学非常勤講師）　「ナサニエル•ホーソーンの作品における理念の追
求と現実」
(4) 森　一　•　天宮陽子（郡山女子大学）「くり返しから見た、日本人の生活と文化」
(5) 横山由香（東北大学大学院）「日韓大学生の領域意識と領域侵犯行為によるFTAの緩和策」
(6) 鈴木敦子（浜松学院大学短期大学部）「イギリス小学校教育Key Stage 1における音楽：その
新方向への提議」
　
＊東北支部大会

2010年12月11日（土）　於：弘前学院大学

研究発表  　(15:00〜16:00)　

(1) 佐藤豊 （青森大学社会学部）　「「メダル」の裏表に描かれた事実とは何か---ドライデンの『メダル』(1682年)を読む---」
(2) 河内健志 （東北大学大学院）　「フェイズ理論における右周辺部現象と線形順序化」
総会　　(16:10〜17:00)　

１．会計報告　　２．全国大会について　　３．その他　　
支部長　佐藤　和博
関東支部

＊第1回関西・関東合同研究発表会（第24回関東支部例会）
2010年9月18日（土）於：アクトシティ浜松研修交流センター

研究発表第1室

(1) 金想容（大阪大学大学院）「現代台湾における日本ポピュラー文化受容の変遷―アニメ・マンガ・オタクイメージの考察を中心に－」

(2) 長谷川詩織（筑波大学大学院、日本学術振興会特別研究員）「人類学の展開から見るアメリカ映画―『極北のナヌーク』（ロバート・フラハティ、1922 年）を中心に―」

(3) 鄭智恵（明海大学大学院）「有標会話交換にみられる中国語のポライトネス－台湾人中国語母語話者と日本人中国語学習者の比較を通して－」

(4) 藤田昌志（三重大学）「徳富蘇峰の日本論・中国論」

研究発表第2室

(1) 疋田知美（関西大学大学院）「“Hills Like White Elephant”における構造」

(2) 野口司（神戸市外国語大学大学院）「歴史・文化の文脈から見たフンデルトヴァッサーの建築作品－事例を交えて」

(3) 北村雄二（高崎経済大学非常勤講師）「フランクル哲学に基づいた学生のための英語スピーチ指導－スピーチをする意味について考える－」

(4) 高橋強（常葉学園大学）「教員免許更新講習：外国語（英語）活動の展開と教材開発」

(5) 堀口誠信（徳島文理大学）「社会人基礎力と学校の存在意義との関係について：平成生まれの日本人大学生が『学園ドラマ』を通じて見ている学校の姿」

＊第4回東北・関東合同研究発表会（第25回関東支部例会）が、2010年11月13日（土）宮城教育大学にて開催されました。詳細は東北支部報告をご覧ください。
＊第26回関東支部大会

2011年1月8日（土）於：東京未来大学

研究発表
(1) 王媛（一橋大学大学院）「古代仏教儀礼における舞楽『迦陵頻』の奏演と展開」
(2) 雄谷進（国際交流基金・日本語国際センター）「E・メールによるケース・スタデイ 現代日本事情の授業構築に向けて―ベトナムの大学教師（及び学生）支援目指して―」
(3) 前田浩（新島学園短期大学）「大学生の英語音声習得の現状」
＊（お知らせ）3月19日（土）の14時～17時、東京未来大学において第27回支部研究発表会、2010年度支部総会および懇親会を開催予定です。また『比較文化会報』第40号に支部新役員を掲載しましたが、副支部長花澤聖子先生（神田外語大学）のお名前が漏れておりました。お詫びして訂正いたします（支部事務局高山）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支部長　野口　周一
関西支部

＊第7回関西・中四国・九州3支部合同研究会
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2010年12月11日（土）　於：同志社大学今出川キャンパス

関西支部では北林利治支部長のもと、活発な支部活動を行っております。2010年12月11日（土）には関西支部主催で、中四国支部、九州支部との三支部合同支部会が開催され、50名近い参加者がありました。「今どきの京都」と題する講演では、京都ゑびす神社宮司の中川久公先生が、笙の演奏も交えながら、京都の冬の風習とその起源・意味に関する興味深いお話をされ、聴衆を魅了しました。合同支部会のプログラムは以下の通りです。

研究発表第1室

(1) 塚本美穂（福岡女子大学大学院）「呼称からみるアイデンティティの変化―How the Garcia Girls Lost Their Accentsのヨランダの場合―」
(2) 樋口真己（西南女学院大学）「生涯学習講師集団の学習組織としての力量形成（2）―北九州生涯学習講師の会(白芦会)を事例として―」
(3) 瀬本阿矢（京都大学非常勤講師）「眼からの感覚―「暗い夏」と≪アンダルシアの犬≫―」
(4) 林裕二（西南女学院大学）「イシグロ・カズオの小説『浮世の画家』の呼称についての考察」
(5) 前田昌子（La Confrérie des Chevaliers du Tastevin）「日仏比較文化論―旧高取邸貯蔵庫調査に関する一考察―」　　　　　　　　　　　　　　　　
研究発表第2室

(1) 阿部正敏（岡山大学）「新島襄のキリスト教信仰の原点」 
(2) 中村友紀（関東学院大学）「石の饗応：復讐劇としてのTimon of AthensとThe Witches of Lancashire」
(3) 岩田聖子・中条貴夫（追手門学院大学）「CALL教育の上にも3年―言語教育におけるCALL学習に対する学生と教員の実態および意識調査から―」　　　　　　　　
(4) 八尋春海（西南女学院大学）「大学におけるCALL教室とその運用の動向について」 
(5) 藤田昌志（三重大学）「日本の中国観―最近在日本出版中国関連書籍考察―（04.9-10.8）」 
講演
中川久公先生（京都ゑびす神社宮司）「今どきの京都」
支部長　北林　利治

中・四国支部

中・四国支部では、年4回（6月の全国大会、夏の支部大会、冬の3支部合同大会参加ならびに3月の春の支部大会）を予定しています。今年度も残すところ3月支部大会のみとなり、開催は3月25日（土）です。開催地、大会プログラム、その他詳細は後日お知らせします。皆さんの参加をお待ちしています。
支部長　奥村　訓代
九州支部
＊2010年12月11日に同志社大学で行われました関西・中四国・九州3支部合同研究会においては、九州支部からは、塚本美穂氏（福岡女子大学大学院）、樋口真己氏（西南女学院大学）、林裕二氏（西南女学院大学）、八尋春海氏（西南女学院大学）の4人の会員の発表がありました。詳細は関西支部報告をご覧下さい。

＊（お知らせ）九州支部では第23回支部大会を開催します。九州支部の会員に限らず、多くの方々の参加をお待ちしております。
〈会場〉　長崎大学全学教育棟3F（長崎市文教町1-14）
〈日時〉　2011年3月19日（土）　12:30　受付開始
〈プログラム〉
13:00-13:20　開会式・支部総会
13:20-14:50  ブルゴーニュ・シュバリエ叙任記念講演　
前田昌子（京都外国語大学）「石炭王と幻のワイン--坂本龍馬が駆け抜けた時代--」
14:50-15:10　休憩
15:10-16:50  研究発表
〈第1室〉

15:10-15:40　山崎祐一（長崎県立大学）「異文化間コミュニケーションを視野に入れた英語学習の実践～地域における大学生の貢献活動と国際交流～」
15:45-16:15　林裕二（西南女学院大学）「人文学部の英語の習熟度別授業に関する一考察」
16:20-16:50　八尋春海（西南女学院大学）「アメリカ映画における俗語について」
〈第2室〉
15:10-15:40　水野崇（九州大学大学院）「山崎正和・『柔らかい個人主義』の可能性――東西比較文化論から「世界文明」論へ」 

15:45-16:15　塚本美穂（福岡女子大学大学院）「『サロメの名において』の母国と言語の喪失」
16:20-16:50　方漢文（蘇州大学）“ The Development of the Comparative Study of Civilizations and the Construction of the Discipline in China”
17:00-17:10　閉会式
17:30-20:00　懇親会（長崎大学周辺で会費4,000円で実施）
支部長　八尋　春海
《事務局より》
　事務局長　長谷部　陽一郎
○会費納入に関するお願い
会費の納入にいつもご協力いただき感謝いたします。2010年度総会での決定に基づき会費未納に関する取り決めが一部変更されています。一般会員は2年、学生会員は1年を超えて未納の場合には会員資格を失うことになりますのでご注意ください。会費に関する問い合わせがございましたら、学会ウェブサイト上のフォームより事務局会計担当までお問い合わせください。
　会費納入の郵便振替口座番号は以下の通りです。より詳しい情報は学会ウェブサイトをご覧ください。
02570-6-8921　加入者名：日本比較文化学会
　　振り込みの際には、所属支部と何年度分の会費であるかを明記してください。
○学会誌への投稿について
『比較文化研究』は年に5回の発行となっております（一部の号は複数まとめて発送しています）。投稿をご希望の方は学会ウェブサイトを通じて各号の担当編集室にお問い合わせください（2011年より6月末日締切号の担当編集室が変更されています）。
　　3月末日締切
〒803-0835 福岡県北九州市小倉北区井堀1-3-5 西南女学院大学人文学部
八尋春海研究室内 日本比較文化学会九州支部編集室
　　6月末日締切
〒192-8577 東京都八王子市丹木町1-236 創価大学 ワールド・ランゲッジ・センター 
鈴井宣行研究室内 日本比較文化学会関東支部編集室
　　8月末日締切
〒760-8522 香川県高松市幸町1-1 香川大学教育学部
山下明昭研究室内 日本比較文化学会中国・四国支部編集室
　　10月末日締切
〒980-0845 宮城県仙台市青葉区荒巻青葉149 宮城教育大学教育学部
佐藤静研究室内 日本比較文化学会東北支部編集室
　　12月末日締切
〒607-8175 京都府京都市山科区大宅山田町34 京都橘大学文学部
北林利治研究室内 日本比較文化学会関西支部編集室
○学会ウェブサイトについて
昨年、学会ウェブサイト（http://hikakubunka.jp）をリニューアルしました。さらなるコンテンツやサービスの向上につきまして皆様よりご意見を頂いておりますが、限られた事務局メンバーにより管理・運営しております都合上、必ずしもすべてのご要望に応えられていないのが実情です。少しずつできることから進めてまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
また近々メンテナンスのため、学会ウェブサイトに一時的にアクセスできない時間帯が発生する可能性があります。メンテナンスは3月の上旬を予定しておりますが、詳細につきましては事前にホームページで告知いたします。
《編集後記》
　今号の巻頭を飾るのは、弘前での全国大会のお知らせです。東北新幹線の全線開通、今やハチ公をしのぐ有名犬となった「わさお」（白神山地近く在住）の世界遺産特命大使任命など、特に近頃話題が尽きない青森です。豊かな文化資源を有する歴史都市弘前での青葉まぶしい6月の一日を思うと、心躍るものがあります。東北支部の会員の皆様、お世話になります。
（中村友紀）
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